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研究成果の概要（和文）：総合型地域スポーツクラブ（総合型クラブ）に維持期心疾患患者を対象にした運動療法プロ
グラムを導入し、その安全性を検証した。対象は、安定した心疾患患者17名。対象は、週1回、平均24か月間、総合型
クラブの運動療法プログラムに参加した。プログラムの内容は、集団スポーツ（卓球）を基本とした。測定項目は、研
究期間中のイベントとした。研究期間中、プログラムを完了できた者は9名（53％）であった。期間中に1名が死亡し、
2名が再入院した。維持期心疾患患者を対象にした総合型クラブの運動療法プログラムは、医療機関と協働することで
、安全に施行できた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to assess the safeness of a cardiac sport rehabilitation program 
in a community sports club on the cardiovascular events in patients with cardiovascular disease. 17 patien
ts with cardiovascular disease participated in this study. The participants practiced table tennis trainin
g once a week together with conventional exercise training. The patients were followed-up for a mean of 24
 months until the occurrence of a cardiovascular event. During follow-up periods, only one patient had can
cer death, and two patients had refractory angina requiring revascularization. The cardiac sport rehabilit
ation program in a community sports club was safe. Our study provides new insight into the potential benef
its of engaging in a community-based group sports indicated specifically for patients with cardiovascular 
disease.
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１．研究開始当初の背景 
心大血管疾患後のリハビリテーション
（心臓リハビリ）が再発予防や生命予後改
善に有効であることは明らかである。しか
し、本邦ではリハビリ算定日数を超えてリ
ハビリ終了となった慢性安定期の心臓リハ
ビリの環境は十分に整っていない。したが
って、慢性安定期の心疾患患者が安全に・
楽しく運動療法を継続できる環境の整備が
望まれる。 
我々は、地域密着型のスポーツクラブと
して今後全国展開が予定されている「総合
型地域スポーツクラブ」（総合型クラブ）が
地域の医療機関と結びつくことが、この問
題の解決に有用であると考えた。 

 
２．研究の目的 
本研究では、総合型クラブに医療機関と
連携した慢性安定期の心臓リハビリを導入
し、安全性と効果を検証した。 

 
３．研究の方法 
対象は、安定した心疾患患者 17 名。対象
は、週 1回、平均 24 か月間、総合型クラブ
の心臓リハビリプログラムに参加した。プ
ログラムの内容は、集団スポーツ（卓球）
を基本とした。測定項目は、プログラム中
の事故、研究期間中のイベントおよび心機
能（左室駆出率）の 1年間の推移とした。 
 
４．研究成果 
 研究期間中、プログラムを完了できた者
は 9名（53％）であった。プログラム中に
生じた心事故は 1件、整形外科的な事故は
0 件であった。期間中に 1 名が死亡し、2
名が再入院した。心エコーを実施できた 6
名の左室駆出率には変化を認めなかった
（51.8→54.0%：ns）。 
維持期心疾患患者を対象にした総合型ク
ラブの心臓リハビリプログラムは、医療機
関と協働することで、安全に施行できた。 
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